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極東肩シア北部の金属鉱物資源

石原舜三1)⑧神谷雅晴2)

まえがき

鉱物資源探査は時代と共に,新しい資源を求めて

遠隔地に向かう.極東ロシア北部はかつて砂金など

で何回かの資源ブｰムに沸き,欠きた可能性を秘め

ているものと思われるが,これまで多くを知ること

ができなかった.

この度の旧ソ連体制の崩壊により回シア側も資源

1青報を出し始め,この機会にアメリカの誘いでロシ

ア･カナダを含む3国で国際研究共同プロジェク

ト『極東ロシア,アラスカ,カナディアン･コルデ

ィレラの鉱床生成とテクトニクス』を開始Lた.

これまで何回かの会合を重ねて今日に至っている

が,この度その第一報が米国地質調査所のオｰプン

ファイルレポｰト(93-339)として公表された.こ

れには西側基準から統一的に見た初めてのロシア鉱

物資源1青報が含まれており,極東目シアにおける新

鉱床探査,西側資本による既知鉱床の開発,西側技

術による古い鉱石の再処理や公害･環境対策,など

に有効な資料となるものと考えられる.内容は次の

諸項目からなる.

(1)西経141以西のアラスカにおける273鉱脈鉱床,

43砂鉱床,および極東ロシア北部251鉱脈鉱床,41

砂鉱床の一覧表.これには緯度･経度,鉱床タイ

プ,平均品位･鉱量･生産量に要旨程度の説明が付

けられている.また,これらの400万分の1構造一

層序図への表示,1,000万分の1の鉱床生成区図.

(2)表記地域の鉱床タイプの総括.

(3)それらの母岩との関連における成因的解釈･

たお引き続き同一地域の基盤地質図,あるいは周

辺地域へ拡大した鉱物資源情報が出版される予定で

ある.

ここでは我が国に近い極東ロシア北部の鉱床につ

1)北海道大学理学部地球惑星物質科学教室:

〒060札幌市北区北10条西8丁目

2)元所員,現在住鉱コンサルタント株式会社

いて概要を紹介する.表記地域の鉱床は新しい試み

として付加体移成(白亜紀)前,同時期,形成後の

3時期に分類されている.

付加体形成前の鉱床

ここには付加体形成以前に個々の地帯で生成した

鉱床を全て含めるが,時代は主に古生代である.極

東ロシア北部における鉱床は次の生成タイプからな

る.

さや状クロム鉄鉱床･白金族鉱床

さや状クロム鉱床はオフィオライト複合岩体中,

超塩基性岩(ダナイト,ハルツバｰシャイト)に伴

われて“さや"状にクロム鉄鉱が濃集するもので,

母岩の断層,破砕,蛇紋岩化が著しいものである.

クロム鉄鉱はもともと集積相と思われる.時代は古

生代がそれ以前である.鉱床近傍には常にPGE注1)

鉱物が砂白金として産出することから,原岩は常に

PGE鉱物を含んでいる可能性がある.

6鉱化帯が知られており(第1図).ク回ム鉄鉱は

Pe㎞1ney,Tamvatney-Mainitsでは冶金用品に使用

できる.

Vatyn鉱化帯では,PGE鉱物が斑れい岩･ダナ

イト･パイロキシナイトの黒帯配列を持つ“アラス

カ型"の超苦鉄質貫入複合体に伴われ,さや状クロ

ム鉱体は少ない.

層状または層準規制塊状硫化物鉱床と関連鉱床

この種の鉱床は地域の西部に分布し(第2図),

基本的には次の10タイプに分けられる.

1)オｰストリア型W鉱床

2)Kipushi型C止Pb-Zn鉱床

3)ミシシッピバレｰ型Pb-Zn鉱床

4)火山一堆積性Mn鉱床

キｰワｰド:極東ロシア,アラスカ,付加体,砂金,砂白金,

Au石英脈,Sn･参金属鉱床

注1)PGE:P1atinum概｡upe1ements
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と一致していない.この事実は未発見の金鉱脈,あ

るいは他のタイプの金鉱床が砂金鉱床の近くに潜在

する可能性を物語っている.

ヤナｰコリマ鉱化帯

ヤナｰコリマ鉱化帯には,多い順にAu石英脈,

Sn鉱脈,Snグライゼン,W鉱脈,Hg鉱床が古生

代後期一中生代中期の堆積岩類とこれに貫入するジ

ュラ紀後期一白亜紀初期のコリマ花闇岩類中に知ら

れている.花崩岩類は大陸地殻の衝突帯に発生Lた

ものと考えられており,パｰアルミナスの黒雲母花

嵐岩,両雲母花嵩岩などからなる.花開岩に先立っ

て,安山岩岩脈類の貫入がある.

Au石英脈と砂金鉱床は1945年から稼行されてい

るNata1ka鉱山が著名で,他にI馴menなど6鉱

山以上が稼行された一金鉱床は主として有機物に富

む黒色頁岩を含むペルム紀一ジュラ紀の堆積岩一変成

岩類を母岩とし,北西系で500-600kmも続く2組

の横ずれ断層に主に規制される.随伴鉱物は硫砒鉄

鉱と黄鉄鉱,3-5%以下の雲母,長石,炭酸塩鉱

物,緑泥石を含む.鉱床は母岩の“熱的背斜部"に

産出し,母岩は後退変成作用の証拠を有するので,

鉱化作用は花闇岩貫入前の変成期に母岩中の堆積性

Auや磁硫鉄鉱,黄鉄鉱を含む火山噴気性同生鉱床

からリサイクルして生成したものと考えられてい

る.

付加帯形成期以後の鉱化帯

極東ロシア北部ではこの時期に7鉱化帯が形成

された(第5図).これらの多くは白亜紀後期一新生

代に大陸縁辺部で生じた著しい火山深成活動によっ

て生成したものである.この時期には多種類の鉱脈

型鉱床が生成し,大きな探査余地カミ残されている.

鉱化作用は太平洋側へ向かって若くなる.

東7シアｰ北極圏火成鉱化帯

これは最も巨大な鉱化帯で,オホｰツクｰチュコ

ｰト火山深成岩帯に沿って産出する.主要な鉱床タ

イプはCu-Moホｰフィリｰ型,Au-Ag浅熱水性

鉱脈,Au硫化物鉱染型,花膚岩に関係するAu,

Sn-Ag参金属鉱脈,ホｰフィリｰ,スカルン型,

Hg-Sb鉱床などである.この火山深成岩帯は太平

洋側の前縁都で中間的厚さの大陸地殻に生じ,内陸

部で先カンブリア系～中生層が厚く発達する大陸地

殻に形成されている｡前縁都では玄武岩が卓越し,

内陸部では安山岩と流紋岩が主体である.同時期の

深成岩は花開岩～斑れい岩で主に内陸部に産出す

る･これら火成活動は広域構造線の規制を受けてお

り,流紋岩と花開岩活動および関連する鉱脈鉱床は

南北系と北西一南東系の断層に支配され,これカミこ

の鉱化帯が内陸部へ幅広く発達する原因となってい

る.

Cu-Moホｰフィリｰ型鉱床:このタイプの鉱床

は火山深成帯の前縁部でマグマ貫入を規制する局部

断層の交点に見られる.マガダン地域ではオホｰツ

ク海岸沿いの500kmに亘り,0seme1ほかの5鉱

床以上が発見されている.これら鉱床はSr初生値

が低い白亜紀初期の斑れい岩,トナル石,斜長花嵩

岩に伴たわれ,白亜紀後期の斑れい岩･花嵩岩類に

関係するものは少淀い.鉱床はしばしば直径7-12

kmのリング構造の規制をうける.内陸部に向かっ

て鉱床はCuに代りMo･Wが富むようになり,こ

れは内陸部にほどカリウムに富む優白質花開岩が増

加する事と関係する.

Au-Ag浅熱水性鉱脈:この鉱床は主として南部

に産出し,次の特徴を持つ.(1)直径10-60kmの陥

没構造の周辺で貫入岩を伴うドｰム状隆起部,(2)火

砕岩を主体とする火山岩地帯,(3)流紋岩一デイサイ

トと流紋岩質イグニムバライトに富む,(4)カリウム

質流紋岩,ラタイト,粗面安山岩と注入角礫岩の噴

出または貫入キュポラの存在.(5)主要広域断層とリ

ング状･放射状割目の重複箇所.(6)低温のプロピラ

イト化変質.

Au-Ag鉱脈は低一中程度の硫化物のほか,広く

Ag-Sbスルフォン塩,スルフォン錫酸塩,Ag硫化

物,セレソ化物,テルル化物,エレクドラムを伴

う.鉱脈には石英のほかカルセドニｰ,氷長石,炭

酸塩鉱物を含み,盤際には氷長石一絹雲母変質を伴

う.Au/Ag比は1～1/300である.鉱化年代は主に

白亜紀後期～古第三紀,一部は白亜紀初期と思われ

る.

Au硫化物鉱染鉱床:この鉱床はチェコｰトオ

ホｰツク火山深成岩帯の縁辺部大規模鉱化破砕帯と

してみられるもので,堆積岩中に硫化鉄鉱,黄鉄鉱

と共に自然金が鉱染する.90%の金は針状硫化鉄

鉱とAsに富む黄鉄鉱中に含まれる.この種の鉱床

は典型的には(1)火山帯に近いフリッシュ堆積岩帯,

地質ニュｰス480号�
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(2)これら堆積構造を切る断層などの割目の発達,特

に衝上断層,ドｰム構造,ホルスト構造など,(3)堆

積岩にCが多いこと,などが重要である.この鉱

染鉱床は浅熱水性鉱脈の基底部分との見方もある.

Sn,Sn-Ag参金属鉱脈,ホｰフィリｰ型とスカ

ルン鉱床:この種の鉱床は次の2ヶ所,(1)チュコ

ｰト中央と東都の北側と(2)オホｰツク沿岸都の南西

に分布し,地質的にはオホｰツクｰチュコｰト火山

深成岩帯の内側でフリッシュや大陸棚堆積物地帯に

産する.鉱床は白亜紀後期の優白色黒雲母花筒岩マ

グマの貫入岩体あるいはドｰム岩体に関係する.火

山性鉱床はAgとInが,ある場合にはWが多く含

まれる傾向がある.チュコｰトのVa1kumeiは稼行

中である･また既知Sn鉱量の多くはホｰフィリｰ

型Sn鉱床のPyrkakaiから得られている.

上記に関連するAg-Sn参金属スカルン鉱床はチ

ュコｰト東都で古生代の炭酸塩岩中に産する.一部

には流紋岩に伴うSn鉱脈カミあり,それは近傍に浅

熱水性Ag参金属脈,スカルン,Co-As硫化物脈

などを伴っている.いずれにしても,このSn鉱床

にはAu鉱床並みにAgが多く含まれている.

1994年8月号

HgとSb鉱床:Hg鉱床は極東アジアｰ北極圏鉱

化帯の北縁都で,北西,北東方向の断層に観制され

て,一般的にAu-Ag鉱脈やSn鉱床帯と平行に配

列し,時には重複して産出する.母岩は主に白亜紀

流紋岩,デイサイト,安山岩類であり,時には基盤

の堆積岩,火山岩類の場合もある.鉱物は主に辰砂

で,しばしばSb,As,Au鉱物を伴う.鉱化は層状,

ついで脈状あるいは網状にみられる.Sb鉱床は小

規模脈状で,花開岩や火山岩類中に産出する.

0ms泌k曲a狐火成弧鉱化帯

この鉱化帯はオホｰツクｰチュコｰト火山深成岩

帯に直交する北北西走向の幅10～70km,長さ250

k㎜の火成弧で独立するものである.この鉱化帯は

多数の参金属性,浅熱水性鉱床で特徴づけられる.

北部や中心部ではSn,Ag参金属鉱脈とW,Au,Co

鉱脈が,南部ではAu-Ag浅熱水性鉱脈とMo-Cu

ホｰフィリｰ型が産出する.Sn鉱床は深部では花

開岩,浅都では火山岩と関係し,また鉱石鉱物にも

垂直変化が認められる.高品位錫鉱床は1940年代

に採掘ずみである.

Ag鉱床の最大のものはDukatにあり,これは超�
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カリウム質流紋岩に伴われ,鉱染交代型のAgや

Cu,Pb-Zn硫化物を伴う氷長石一菱マソガソ鉱石英

脈からたる.この鉱床は,一般のAu-Ag鉱床とは

Agが多いことと鉱化作用が白亜紀初期から古第三

紀初期まで長時間に亘った点で異たる.

0msukchan鉱化帯は厚さ52kmの大陸地殻内で

生じたもので,リフト内には炭層を合むモラッセ,

それを不整合に覆う白亜紀初期の安山岩,流紋岩,

イグニムブライトで埋められ,全層厚3,O00mに達

する.このリフト帯の深成岩類はカリウムに富む黒

雲母花闇岩で,放射年代は90Maである.

L雌0㎜o1o双火成弧帯

この鉱化帯も上記と同様に北西一南東方向の白亜

紀初期花嵩岩類の貫入帯で,300km近くオモロン

河沿いに走る.主たる鉱床はMo-Cuホｰフィリｰ

型及びスカルン型鉱床である.ホｰフィリｰ型鉱床

はAu-Ag,Pb-Zn鉱脈鉱床を周囲に伴う.関係火

成岩は花闇閃緑岩である.

中央Kory出火成弧帯

Ko町ak高原の火成鉱床帯は北東一南西方向に

1,000kmに及ぶ.鉱脈型を主体とするもので,主

にSn参金属鉱脈,Au-Ag浅熱水性鉱脈,Hg-Sb

鉱脈,Mo-Cuホｰフィリｰ型鉱床などが,始新世

後期一漸新世(45-25Ma)のカルクアルカリ岩系マグ

マ活動に伴われて産出する.

Sn参金属とAu-Ag浅葱水性鉱脈は大陸地殻が

厚い(401m)南部に主として分布する.前者は変成

堆積岩類,火山岩類,花開斑岩,流紋岩ストックや

岩脈を母岩とし,鉱床の下位には花開岩が潜在す

る.鉱床はAg,In,Bi,時にはAuに富む.浅熱水

性鉱脈はんnetistovoe,Iv1ga,Spmtたどにみられ,

中性斑岩類に伴われ,Sn参金属鉱床の上部･側部

の可能性がある.従ってこれらの地域ではSn鉱床

の探査余地が大きい.

亘g鉱床はこの火成弧の南端都と北端部で発見さ

れている.白亜紀後期一古第三紀の砂岩･頁岩層に

中性岩類が貫入する地域で,堆積岩類中の断層破砕

帯沿いに辰砂,輝安鉱,鶏冠石が鉱染する.他に火

山岩を母岩とするものもあり,また温泉型Hg鉱床

と類似のものもある.Sn,Hg鉱脈の双方ともこの

火成岩帯を横切る北西方向の断裂系の規制をうけ

る.

Ka㎜ch批ka-O1岬t岨火成弧帯

この鉱化帯はカムチャッカ半島北部の千島一01岬一

tOr大陸縁辺火山深成岩帯に産出するもので,べ一

リング海沿いに長さ600kmに及ぶ(第5図).稼行

し得る鉱床はHg,Au,Mo,Cu,Pb,Znを含むもの

で,これらは火山構造に規制されて産出する.Cu-

Moホｰフィリｰ型,Au-Ag浅熱水性鉱脈,Sn参

金属鉱脈がこの火成岩帯の南縁沿いに分布し,Hb-

SbとHg-As鉱化帯は01yutor湾沿いに100kmに

亘って産出する.

この地帯の鉱床母岩は漸新世上都一中新世下部の

フリッシュである.Hg,Sb,As鉱床は第三紀火山

岩類やメランジュ帯の蛇紋岩を母岩にする場合もあ

る.またMo-Cuホｰフィリｰ型鉱床も閃緑岩や花

開閃緑斑岩に伴われて数箇所で発見されている.

むすび

以上極東ロシア側についてのみ,金属鉱物資源の

概要をを示した.かつて筆者の一人石原は,磁鉄鉱

系花開岩が多いアメリカ大陸のたかでチタン鉄鉱系

花闇岩が卓越するアラスカは地質学的にはアジアで

あると述べたことがある.引用した図で分かるよう

に,アラスカ側にもロシアと同時代に同様の鉱床が

分布している.今回は紙数の都合でアラスカ側は紹

介出来なかったが,より研究が進んでいるアラスカ

側を知ることでロシア側資源についての理解がさら

に深まるであろう.

極東ロシアの特色は何と言っても金鉱床の探査が

進み,発見例が多いことであろう.これは近年の西

側社会の金鉱床探査ブｰム以前からのことであり,

金への歴史的な執着がうかがえる.また古第三紀生

成の金鉱床が多数知られていることはこの北方域の

の浸食率が非常に低かったこと,同時にその他金属

鉱床の探査余地が大きく残っていることも示してい

る.

Sn,Ag鉱床も広く分布し,両元素はどうも密接

に伴うらしい.一部に地殻溶融型花開岩として記載

され,グライゼンSn鉱床を伴い,完全にSタイフ

ｰチタン鉄鉱系花筒岩帯も分布するが,多くの地域

でSnとAgのみならず,W,べ一スメタル,In,

Biなどが混在するようであり,ゼノサｰマル型の

性格を持っているようであるが,各元素の量的な表

地質ニュｰス480号�
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示が十分でなく,今後の定量的な研究が必要であ

る.

金属元素の起源については,Auのみならず他の

元素についても,母岩中の徴量たものが変成作用時

の勲や母岩に含まれる水の循環で濃集し,鉱脈を形

成した立場をロシア側の委員会はとっている.これ

は勿論一つの解釈であって,マグマ活動に関連づけ

る解釈も成立するはずである.今後は違った立場か

ら詳細に研究する必要があろう.
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アムｰル低地寸景

ハバロフスクから西に向かうシベリア鉄道は,ア

ムｰル川の鉄橋を渡ってから3時間ほど,湿地帯

の広がる低地を走る.所々に群生するかぽそい白樺

以外に目に入るものはない1

アムｰル川の河口から500km以上も遡ったこの

辺りでも,低いところは標高が50mを下回る.こ

のアムｰル低地は,第三紀以来ずっと低地であった

らしい.この地下には,古第三紀以降の地層が厚く

積もっているという.ハバロフスクの市街地はその

一角に現れた基盤(ジュラ紀付加体)の上に築かれて

いる.

この低地を過ぎると,ヒソガソの山並が見えて来

る.西側の基盤すなわちブレヤ地塊の古期岩類(先

カンブリア紀一古生代の堆積岩･変成岩･花開岩類

など)からなる地帯である.(佐藤翼平)
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